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秦野市政策部ষ政৽営ୖ

ع厧勥な施設१ーঅ५を卙匒৻に匂ऌಲएためにع

10月17日㈯13時 西公民館 10月31日㈯10時 上公民館

10月17日㈯15時30分 渋沢公民館 10月31日㈯14時 広畑ふれあいプラザ

10月18日㈰10時 本町公民館 11月 1日㈰10時 大根公民館

10月18日㈰14時 北公民館 11月 1日㈰14時 鶴巻公民館

10月24日㈯10時 堀川公民館 11月 7日㈯10時 南公民館

10月24日㈯14時 東公民館 11月 7日㈯14時 南が丘公民館



公共施設フォーラムって何？
� このフォーラムは、平成23(2011)ফに策定した「秦野市公共施設再配置計画」の໪

要をあらためてみなさんにお知らせし、将来の公共施設の複合化などについて、
౦رなご勪ৄをいただくために、市内の全公ড়館と広畑ふれあいプラザで開ಈして
います。

� 現在、秦野市の公共施設(学校、公ড়館などのハコモノ)は、およそ7割が築30ফを৽
厢し、匭くの施設でഠᄺ化対策が必要です。

� 平成24(2012)ফに৅生した中ఙ自動区道༗子トンॿルのଠ匿ട叉事௛や、平成
30(2018)ফにイタリアで৅生した高ཱଶ叉下など、公共施設はి卲に維持ଵ৶しな
ければ、施設を匏用しているみなさんに଺县が఺ぶことにもなります。

� 財政状況の悪化と施設のഠᄺ化に対厸し、公共施設をଐ஀な状ଙで次匒৻に匂きಲ
ぐため、また、現在఺ल数ফ先の卐い将来に施設を却うことになるみなさんの「却
い勝手」も考えて、次の計画を作りたいと思っています。

� もठろん、いただいたご勪ৄ全てを卬಩できるわけではありませんが、実際に公共
施設を匏用されているみなさまの勪ৄや思いを直接伺いたく、このフォーラムを実
施しました。

2

思ったことや感じたことを
何でもお知らせください！



公共施設ってどのぐらいあるの？
� ମ卐な施設では、小中学校、幼ည園・こども園や公ড়館、ढ़ル

チャーパークには文化会館や図書館、総合体育館のほか、テニス
コートなどの屋外スポーツ施設もあります。

� 全ての公共施設は目的をもって建てられ、その施設を必要として
いる人もたくさんいます。

� 平成29(2017)ফ২末時点で、秦野市の公共施設はおよそ500施
設、建物の総面積は約34万㎡（東京ドーム7.3個分）となってい
ます。
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学校教育

191,504㎡

生涯学習

56,840㎡

その他

67,753㎡

上下水道

23,530㎡

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

建物

【公共施設の面積内訳】



どのくらい費用がかかっているの？
� 公共施設の維持ଵ৶等に厂る費用は、厯৩の人卅費や୾೸水費、事務用

紙やトイレットペーパーなどの消耗品費のほか、破損箇所の修繕費用な
ど、いろいろな種類があります。

� 平成29(2017)ফ২に公共施設の維持ଵ৶等に要した費用は、約73億
9,553万円（企業会計である上下水道局を除きます）でした。

� 維持ଵ৶等の費用の財源は、特定財源といわれる却用厄やব勿補ஃসな
どが約13億3,425万円（約18％）で、残りの約60億6,128万円（約
82％）は一般財源（＝市税、地方交付税など）です。

� 公共施設に厂る一般財源の଀叕は、市ড়一人勠たりにすると約36,500円
になります。
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【維持ଵ৶等の費用と特定財源の推移】
維持ଵ৶等の費用 特定財源



公共施設の現状は？
� 秦野市の公共施設は、昭和50ফ৻に集中して整備されています。
� 建築時期が集中しているため、一ผにഠᄺ化します。
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20ফ౞௥

33,600㎡
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231,753㎡
69.7%

【【【【建匵の৽厢ফ数厌の厎合(H29ফ২ଜ)】】】】
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建替えるにはいくら必要？
� ൐ফ匭くの費用をかけて維持ଵ৶している公共施設ですが、鉄筋コンク

リート造りの施設の寿命は、一般的に60ফといわれています。
� 寿命が来た施設について、小中学校は児童生徒数の減少に合わせて規模を

縮小し、そのほかの施設を現状の面積のまま建替えるとして、2060ফまで
の40ফ間に要する建替え費用を試算したところ、総事業費は867億円となり
ました。また、この事業費の支払いに必要となる費用は、同じ期間で546億
円、これに現在支払い中のস額を加えると合計584億円となります。

� さらに、現在の支払額を元に、今後支払いに充てることができる費用を試
算したところ、40ফ間で228億円となり、356億円の勘ଌが生じる結果とな
りました。
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(億円) 【2060ফまでの支払額】

小中学校 その他の施設40ফ間の支払総額 584億円
※未償還分を含みます。

※試算のため、স額等が厭ಌとなるৃ合があります。



公共施設を将来にわたって
維持するために

� 将来的には公共施設の床面積を削減する必要があります。
� 床面積の削減は、廃止となる施設がある一方で、建替え面積を減ら

すことで、事業費の削減効果も期待できます。
� 全体の床面積が減少すれば、ফ間およそ74億円もかかっていた維持

ଵ৶費も削減でき、この削減分を事業費の勘ଌに充てられます。
� 廃止する施設の機能は、建替える施設に集約し、面積を削減しなが

ら、必要とされる機能を残します。
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� 建替え費用の試算では、356億円の勘ଌが生じる結果となりました。
� 人口減少・少子・超高齢化の影響で、税収は減少し、社会保障費の支出は増加することが予測

されます。
� 財政状況が悪化する中、現在の施設をそのままの面積で維持していくことは困難です。

こうして、「秦野市公共施設再配置計画」が誕生しました。



公共施設再配置計画
� 平成23(2011)ফに「第1期基本計画」を策定しました。
� 床面積の削減目標などは、2050ফまでの40ফ間をৄྚえた試算としていま

す。
� 計画期間は2020ফまでの10ফ間で、5ফずつに分けた「実ষプラン」とし

て策定しました。
� 現在は、平成28(2016)ফからഥ和2(2020)ফ২までの「後期実ষプラン」

を推進中です。
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第1期基本計画(2011-20)

৐期実ষプラン(2011-15)

【現在推進中】
第1期基本計画(2011-20)

後期実ষプラン(2015-20)



どんな計画なの①
―再配置に関する方針 ”未来につなぐ市ড়ৡと厯৩ৡのたすき”－より
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〈方針１〉【基本方針】
①原則として、新規の公共施設(ハコモノ)は建設しない。建設するৃ合は、ಌ新予定施設のಌ新を同面積(コスト)だ

け取りやめる。
②現在ある公共施設(ハコモノ)のಌ新は、できる଒り機能を維持する方策を൥じながら、優先順位を付けたうえで

大幅に圧縮する。
③優先২の଩い公共施設(ハコモノ)は、すべて統廃合の対象とし、跡地は賃貸、売却によって、優先する施設整備

のために充てる。
④公共施設(ハコモノ)は、一元的なঐॿジメントをষう。

〈方針２〉施設ಌ新の历匪২ 〈方針３〉削減の数値目標

〈方針４〉計画を進めるための5つの視点
ハコと機能の分௞、公ড়৴௚の推進、施設の匭目的匏用、効厾的・効果的なଵ৶運営、スケルトン方厚での建設

優先২ 施設の機能

最優先

義務教育

子育て支援

ষ政事務スペース

優 先
財源のഫづけを千たうえで、

アンケート結果などの客観的
評価に基づき決定

その他 上記以外

2011-20 2021-30 2031-40 2041-50 合計

学校
面積 △900㎡ 1,400㎡ 15,200㎡ 26,500㎡ 42,200㎡
割合 △0.5％ 0.9％ 9.4％ 16.5％ 26.2％

その他
面積 2,200㎡ 5,100㎡ 13,300㎡ 9,600㎡ 30,200㎡
割合 3.2％ 7.3％ 19.0％ 13.7％ 43.2％

合計
面積 1,300㎡ 6,500㎡ 28,500㎡ 36,100㎡ 72,400㎡
割合 0.6％ 2.8％ 12.3％ 15.6％ 31.3％



どんな計画なの？②
� 計画では、施設の機能を移転し、複合化していくことで、小中学校を

中心とした地域コミュニティの拠点が出来上がっていくイメージを示
しています。
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小規模
施設

譲渡・賃貸・解体

小規模
施設

中規模
施設 小中学校

小規模
施設

中規模
施設

機能移転 機能移転

地域コミュニティの拠点となる施設
として建替えます。

ິ৷ফ数ง来ととुに
施設を廃止し、
建替え面積を削減

譲渡・賃貸・解体



どんな計画なの？③
� 複合化をイメージしたものが次の図になります。
� 建物の共用部分(玄関、廊下、トイレなど)は床面積の4割ங২といわ

れています。
� 複合化により共用部分が削減され、必要な機能部分を少ない面積の

中で残すことが可能となります。
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機能部分 機能部分 機能部分  機能部分  機能部分
༎௮厾33％ ༎௮厾33％ ༎௮厾33％  ༎௮厾50％  ༎௮厾50％

60㎡ 60㎡ 60㎡ 60㎡ 60㎡

＋ 機能部分機能部分 共用部分

60㎡ 40㎡
合計＝100㎡ 合計＝160㎡ 200㎡⇒160㎡に 20％削減

共用部分

60㎡ 40㎡
合計＝100㎡

＝ 機能部分 共用部分

60㎡ 40㎡

機能部分

60㎡

機能部分 共用部分 ＋ 機能部分 共用部分

60㎡ 40㎡ 60㎡ 40㎡
合計＝100㎡

＋ 機能部分 共用部分

60㎡ 40㎡
合計＝100㎡

合計＝100㎡ 合計＝100㎡ 合計＝100㎡ 合計＝160㎡ 300㎡⇒160㎡に 47％削減

共用部分 ＝ 共用部分

40㎡ 40㎡

共用部分 ＋ 共用部分 ＋

イメージ
①

イメージ
②

イメージ
③

40㎡ 40㎡

合計＝220㎡ 300㎡⇒220㎡に 27％削減

機能部分

60㎡

＝ 機能部分 共用部分 機能部分

60㎡ 40㎡ 60㎡
合計＝100㎡



将来の公共施設の姿は？
� 将来は、小中学校が地域コミュニティの拠点となるよう、公共施設再配

置計画に基づき、শ期的なଳ点で整備を進めます。
� 機能を残しながら床面積を減らし、維持ଵ৶費の削減額を建て替え費用

の勘ଌに充てる、このことが「公共施設の再配置」です。
� 施設の建替えにあたっては、ড়間事業঻の知౩やৡを活用した公ড়৴௚

【PPP(Public Private Partnership)】による手法も検討しながら、効厾的
なଵ৶運営と市ড়サーঅスの匇上を目匦します。

� これらを౷まえて、公共施設再配置計画に定める「施設ಌ新の優先২」
や現在の施設の状況などを考慮し、また、このフォーラムでいただくご
勪ৄも厴考にしながら、2060ফまでの複合化等の方匇勯を定めることに
しています。
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将来の人口の推移は？
� 2045ফまでの秦野市の人口の推移は次のとおりです。
� 総人口は38,310人、23.4％の減少ですが、ফ少人口の減少割合は総人口

よりも高い36.0％です。
� 納税の中心となる生勩ফ齢人口は36.1％の減少と、ফ少人口を上৚る減

少割合となっています。
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2020 2025 2030 2035 2040 2045

(単位：人) 秦野市の将来人口の推移 14ع0 64ع15 ع65

出典：「日本の地域別将来推計人口(平成30ফ推計)」（বয়社会保障・人口問題研究所）
※2015ফॹータは未記ൗ

生勩ফ齢人口
34,587人(36.1％)の減少

ফ少人口
6,706人(36.0％)の減少

高齢者人口
2,983人(6.1％)の増加

総人口
38,310人(23.4％)の減少



小中学校の建替え時期と合計クラス数の推移
� 公共施設の建替え予定ফ২から、小中学校だけをྴ出しました。
� 現在の公共施設再配置計画では、小中学校が地域の拠点施設となることが想定

されていました。
� 合計クラス数は児童生徒数の減少に合わせて減少し、2060ফには現在の半分以

下となるৄ匸みです。
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本町中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した本町小学校と本町中学校、子育て機能を複合化した末広小

学校がそれぞれ地域の拠点として想定されていました。
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本町中学校区②
� 本町中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 学校の建替えが2040ফ৻に集中しています。
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2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



南中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 子育て機能を複合化した南中学校、公ড়館機能と複合化した南小学校

がそれぞれ地域の拠点として想定されていました。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。
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南中学校区②
� 南中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 学校の建替えは2030ফ৻後半と2040ফ৻後半に分ങしています。
� 南公ড়館、文化会館、図書館、総合体育館、保健福祉センターなども

順次建替え時期を迎えます。
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南小
248㎡

いずみ児童館
147㎡

平沢児童館
141㎡

南小
763㎡

2-1団区ಛ
43㎡

南公
994㎡

2-2団区ಛ
45㎡

みどり園
1,234㎡

2-5団区ಛ
80㎡

南小
1,935㎡

南小
5,166㎡

南中
2,310㎡

文化会館
8,250㎡

図書館
3,728㎡

2-4団区ಛ
61㎡

南中
4,654㎡

南中
1,897㎡

2-6団区ಛ
70㎡

南幼
1,208㎡

南分署
794㎡

総合体育館
12,297㎡

保健福祉センター
8,677㎡

南中
1,265㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



東中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 公ড়館の機能を複合化し、一体化した小中学校が地域の拠点として想

定されていました。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。
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東中学校区②
� 東中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 学校の建替え時期は、2040ফ৻半ばから2050ফ৻৐半に集中していま

す。
� 公ড়館の建替え時期は2040ফと、小学校の建替え時期と匤なります。

20

卼叐児童館
121㎡

あずま荘
139㎡

3-1団区ಛ
39㎡

緑水庵
126㎡

環境資源センター
483㎡

3-3団区ಛ
43㎡

3-2団区ಛ
45㎡

東幼
588㎡

田原ふるさと公園
338㎡

東小
1,085㎡

東幼
291㎡

3-5団区ಛ
45㎡

3-4団区ಛ
41㎡

東小
1,760㎡

環境資源センター
417㎡

東公
1,064㎡

東中
3,330㎡

東中
3,796㎡

東小
5,144㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



勾中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した小中学校と公ড়館が地域の拠点として想定されていまし

た。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。
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勾中学校区②
� 勾中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 学校の建替え時期は2040ফ৻に集中しています。
� 公ড়館の建替え時期は2060ফですが、木造施設の౔山ふれあいセン

ターや勖ື沢野外活動センターの建替え時期が಴っています。
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横野児童館
147㎡

三屋台児童館
194㎡

くずは荘
158㎡

4-1団区ಛ
39㎡

勾小
2,856㎡

౔山ふれあいセンター
338㎡

叐川児童館
213㎡

勾幼
996㎡

勾小
1,221㎡

勖ື沢野外
活動センター

2,426㎡

勾小
2,999㎡

勾中
3,011㎡

勾中
1,290㎡

勖ື沢野外
活動センター

87㎡

勾中
4,105㎡

勾小
1,357㎡

4-3団区ಛ
70㎡

勾公
1,493㎡

4-2団区ಛ
70㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



大根中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した大根小中学校と子育て機能と複合化した広畑小学校が地域

の拠点として想定されていました。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。

23



大根中学校区②
� 大根中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� ほとんどの施設の建替え時期が2030ফ৻に集中しています。
� おおね公園の建替え時期は、他の施設よりも遅い2047ফとなっていま

す。

24

勾൰名児童館
143㎡

広畑小
778㎡

広畑児童館
188㎡

大根小
764㎡

5-3団区ಛ
43㎡

大根小
3,408㎡

5-2団区ಛ
45㎡

ひろはた園
1,460㎡

広畑小
5,611㎡

大根中
1,834㎡

大根幼
1,508㎡

大根小
4,337㎡

大根分署
257㎡

大根中
4,179㎡

大根公
1,136㎡

広畑プラザ
1,495㎡

大根中
1,240㎡

おおね公園
1,951㎡

5-1団区ಛ
66㎡

大根中
1,348㎡

5-4団区ಛ
70㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



勽中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した勽小中学校と堀川小学校఺ल堀川公ড়館が地域の拠点とし

て想定されていました。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。
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勽中学校区②
� 勽中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 学校の建替え時期は2020ফ৻後半と2040ফ৐後に分ങしていますが、

後半の建替えのほうが床面積が大きくなっています。
� 2020ফ৻後半の建替え時期が಴っています。

26

堀山下児童館
132㎡

堀川児童館
207㎡

ほりかわ荘
174㎡

7-3団区ಛ
40㎡

上小
763㎡

7-4団区ಛ
45㎡

7-1団区ಛ
45㎡

旧上幼
650㎡

上小
3,937㎡

上幼
126㎡

上公
858㎡

7-2第団区ಛ
79㎡勽幼

504㎡

勽小
2,346㎡

勽中
2,749㎡

6-3団区ಛ
45㎡

6-5団区ಛ
45㎡

6-2団区ಛ
45㎡

勽幼
403㎡

勽小
6,240㎡

勽中
3,448㎡

堀川小
7,347㎡

ほりかわ幼
950㎡

6-6団区ಛ
45㎡

桜土手古墳展示館
932㎡

6-7団区ಛ
66㎡

6-1団区ಛ
70㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



渋沢中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した小中学校に渋沢公ড়館と子育て機能を加えた施設が地域の

拠点として想定されていました。
� 点在している小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治

会館षの移ষが想定されていました。

27



渋沢中学校区②
� 渋沢中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 施設の建替え時期が2030ফ৻半ばから2040ফ৻半ばに集中しています。
� 渋沢公ড়館の建替え時期は、他の施設よりも遅い2055ফとなっていま

す。

28

渋沢児童館
124㎡

渋沢小
788㎡

6-3団区ಛ
45㎡

6-5団区ಛ
45㎡

6-2団区ಛ
45㎡

渋沢小学校
5,546㎡

しぶさわ園
1,729㎡

渋沢小
2,247㎡

渋沢中
7,669㎡

渋沢中
1,441㎡

6-6団区ಛ
45㎡

曲松児童センター
680㎡

6-7団区ಛ
66㎡

渋沢公
1,467㎡

6-1団区ಛ
70㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



南が丘中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 一体化した小中学校と南が丘公ড়館が地域の拠点として想定されてい

ました。
� 小規模地域施設は中規模施設での機能補完や開放型自治会館षの移ষ

が想定されていました。
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南が丘中学校区②
� 南が丘中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 施設の建替え時期が2040ফ৐半に集中しています。
� 南が丘公ড়館の建替え時期は、他の施設よりも遅い2057ফとなってい

ます。
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勽大೔児童館
147㎡

2-1団区ಛ
43㎡

2-2団区ಛ
45㎡

2-5団区ಛ
80㎡

南が丘小
5,472㎡

南が丘小
1,878㎡

南が丘中
4,597㎡

南が丘中
1,070㎡

2-4団区ಛ
61㎡

南が丘中
2,835㎡

2-6団区ಛ
70㎡

南分署
794㎡

南が丘公
1,490㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



鶴巻中学校区① -10ফ৐に策定したイメージから-

� 現在の再配置計画で示している集約化のイメージをৄてみましॆう。
� 小中学校が一体化し、さらに子育て機能と公ড়館の一部の機能を複合

化した施設が地域の拠点として想定されていました。
� サンライフ鶴巻は鶴巻公ড়館とおおね公園で機能を補完し、公ড়৴௚

の検討をষうことが想定されていました。
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鶴巻中学校区②
� 鶴巻中学校区の勢な公共施設の建替え予定ফ২をৄてみましॆう。
� 施設の建替え時期が2040ফ৻に集中しています。
� ൞法の౔จ、鶴巻分署の建替え時期は、他の施設よりも遅い2060ফ৻

となっています。
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5-3団区ಛ
43㎡

5-2団区ಛ
45㎡

鶴巻小
8,541㎡

つるまき園
1,392㎡

鶴巻中
7,793㎡

鶴巻中
940㎡

宮永美術館
421㎡

൞法の౔จ
1,668㎡

サンライフ鶴巻
1,386㎡

5-1団区ಛ
66㎡

鶴巻公
1,369㎡

5-4団区ಛ
70㎡

鶴巻分署
992㎡

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(ফ)

円の大きさは、建物の大き
さを、グラフ内の文字は、
施設名と現在の延べ床面積
を示しています。また、木
造30ফ、鉄骨造45ফ、鉄筋
コンクリート造60ফで建替
えと仮定し、すでに建替え
時期を迎えている建物は、
すべてを2020ফに示しまし
た。



新たな再配置計画の策定
� 現在は今ফ২までの計画期間中であることはすでにお伝えしました。
� 次の計画では、শ期的なଳ点による削減目標の再設定のほか、先ほどହ

৥した児童生徒数・クラス数の推移や施設のິ用ফ数、地区ごとのୖ題
を考慮して、小中学校の一体化とその他の施設の複合化について、改め
て方向性を示す予定です。

� 「第2期基本計画」としての計画期間は、ഥ和3(2021)ফ২からഥ和
12(2030)ফ২までの10ফ間を予定しています。

� その10ফ間を৐半後半に分け、ഥ和3(2021)ফ২からഥ和7(2025)ফ২まで
の5ফ間の実ষ計画として策定するのが「৐期実ষプラン」となります。

� 5ফ後には複合化の方向性ुஅめて৔卣をৄ直し、「後期実ষプラン」を
策定する予定です。

� このフォーラムをৢじていただいたご勪ৄは、「৐期実ষプラン」だけ
ではなく、「後期実ষプラン」の厴考とさせていただきます。

� 新たな計画の策定を通して、秦野市の将来について、みなさまと一緒に
考えたいと思っています。
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最後に
� 秦野市の公共施設の取り組みについては、市ホームページで全ての情報を公開して

いますので、機会がありましたらご覧ください。

� 右下のQRコードで、この資厄に解ହをつけた動画を公開しています。本日のフォー
ラム厖വ後も、公共施設の複合化等に関することを中心にご勪ৄをおఞせくださ
い。

� ご勪ৄにつきましては、メールでも、ファックスでも、お手紙でも構いません。
� 受付期間は11月13日(স)までとさせていただきます。
� フォーラムで伝えきれなかったことなどがありましたら、ぜひお知らせください。
� 公共施設再配置計画やこのフォーラムの内容について、ご希望があれば地域の団体

などに直接伺ってお話をさせていただきます。お気軽にお問い合わせください。
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秦野市 公共施設の再配置 で検ด

≪≪≪≪このৱ厄のऺऊ、公共施設の再配置にঢ়する勬い合ॎच匪≫≫≫≫

秦野市৆策৖ষ৆৽協ୖ公共施設ঐॿ४ওথॺ叕勠

〒257-8501 秦野市桜町一丁目3番2号
℡℡℡℡0463-82-5102【直通】 Fax0463-84-5235

mail:keiei@city.hadano.kanagawa.jp

動画のQRコード

公共施設再配置
の取り組み
QRコード


